
１　学校運営の中期目標

現状と課題

大阪市立南中学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価（総括シート）

　本校は通常学級が５学級、特別支援学級が６学級(生徒総数157名)という小規模校である。校区に大阪ミナミの繁華街があり、外国籍の
生徒や保護者の母語が日本語ではない生徒は全体の４割を超え、さらに特別支援学級の生徒が急増している。全体の６割近くの生徒が、日
本語指導、特別支援など個別の支援を要するという他校にはない特別な実情がある。支援を要する生徒の課題は様々で、個に応じた指導の
充実を図っていかなければならない。さらに日本語の支援が必要な保護者も多い。学校全体の状況は、本校ならではの様々な取組みの成果
もあり、生活指導面では落ち着いている。しかし家庭においては、食事もとれていない、長時間一人で過ごすなどとても生徒の健全育成が
見込めない状況があり、虐待や家出などで緊急保護されるケースが増えている。また家庭の教育力が弱いため、学校教育において培ってい
かなければならないことも多い。ヤングケアラー問題にもさらなる対応が求められている。本校の学力面の一番の課題は、家庭での学習習
慣の確立である。さらに個別に授業の内容がわかるようにサポートし、放課後も学習できる体制を整えていく必要がある。現在、一定の日
本語力が習得できた生徒に対しては、学習言語の習得をめざしてＪＳＬなどを積極的に活用している。また本校はグラウンドが狭く、地域
内に公園等も少なく、運動スペースが不足している。運動能力において、課題が見られる生徒が多い。体育の授業中の基礎体力を向上させ
るトレーニングを継続し、体力の向上をはかっている。生活面、学力・体力面ともに、自己に対する自信が持てていない生徒に対して、学
校生活において、それぞれの目標に向かって取り組ませ、達成感を持たせることで自信をつけていかなければならない。
　このような学校課題を解消するためには、教職員が生徒に向き合う時間をさらに増やしていかなければならない。生活面においては、関
係諸機関とも積極的に連携し、不登校・問題行動等の未然防止に力を入れている。またこどもサポートネット事業のスクリーニング会議に
おいて、支援が必要な保護者・生徒に対する具体的な方策を検討し、関係部署が連携して、丁寧に寄り添う対応を展開している。学習面に
おいては、タブレット端末等のICT機器やサポーターなどを有効に活用し、個別指導をさらに充実させていく必要がある。「個別最適な授
業づくり」をめざして、校内外での研修を通じて、教員の授業力の向上を進める。「チーム学校」の意識をさらに高め、学校課題に対して
組織的に対応する体制強化も進める。
　さらに本校は校区が広く連合振興町会が８つ存在し、地元の地域関係者は本校に対し強い愛着の思いを持っており、非常に大切にしてい
ただいている。しかしながら近年、生徒数の確保が問題になっている。。校区小学校の生徒数も減少傾向にあり、学校選択制によりさらに
生徒数が減っている現状もある。地域の方や小学生の児童・保護者に本校の取り組みとその良さを積極的にアピールし、学校選択制におい
て、「選ばれる学校」にしていかなければならない。



中期目標

【安全・安心な教育の推進】

【未来を切り拓く学力・体力の向上】

【学びを支える教育環境の充実】

○校内アンケート調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、肯定的に回答する生徒の今後
４年間の平均値を98%に保つ。
○校内アンケート調査における「あいさつ、服装、頭髪などきちんとできている」に対して、肯定的に回答する生徒の今後４年間の平均値
を95%に保つ。
○校内アンケート調査における「学校生活は楽しい」の項目に、肯定的に回答する生徒の今後４年間の平均値を90%に保つ。

○校内アンケート調査における「授業に集中して、まじめに学習に取り組んだ」に対して、肯定的に回答する生徒の今後４年間の平均値を
85%に保つ。
〇校内アンケート調査で｢授業が分かりやすい」の項目に肯定的に回答する生徒の今後４年間の平均値を90%に保つ。
○校内アンケート調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、肯定的に回答する生徒の
今後４年間の平均値を80%に保つ。

○校内アンケート調査における「ICTを活用した授業展開ができる」に対して、肯定的に回答する教員の今後４年間の平均値を80％以上を
保つ。
○校内アンケート調査における「ゆとりをもって業務に取り組むことができる」に対して、肯定的に回答する教員の今後４年間の平均値を
80％以上を保つ。



２　中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む）

【安全・安心な教育の推進】

全市共通目標（小・中学校）

【未来を切り拓く学力・体力の向上】

全市共通目標（小・中学校）

【学びを支える教育環境の充実】
全市共通目標（小・中学校）

・年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答す
る生徒の割合を90％以上にする。
・年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。
・年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。

・年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」
に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を80％以上にする。
・中学校チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より
１ポイント向上させる。
・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ　Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割合（４技能）を50％以上にする。
・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回
答する生徒の割合を80％以上にする。

・デジタル教材を活用した授業を週３回以上実施する。
・学習者用端末を毎日活用する。
・ゆとりの日の設定を月に1回設ける。
・年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を80％以上にする。



３　本年度の自己評価結果の総括

【子どもが安心して成長できる安全な社会】
　今年度もコロナの感染拡大の波を受けながら、振り回される一年となったが、毎朝登校時の手指消毒指導をはじめ、校内の共用部分の消毒な
どの感染防止対策に教職員で取り組んだ結果、学校の教育活動への影響を最小限にとどめることができた。３年ぶりに、全ての学校行事を復活
させることができた。とくに本校ならではの１・２年生合同の一泊移住の復活の影響は大きく、体験活動を通して、豊かな心を育むとともに、
自ら考えて行動できる生徒の育成に有意義な行事となった。２年生の職場体験学習も一日のみの実施となったが、生徒の視野が広がるとともに
自尊感情を高める貴重な機会となった。体育大会・合唱コンクールは、学校全体が一体となって同じ目標に向かって取り組み、大きな達成感を
持たせることができた行事となった。また本校では、問題行動の未然防止に取組んでいる。教職員間で日々の情報共有を行い、問題行動発生時
は、学年の枠にとらわれずに全教職員で連携し対応することができた。ここ４年間校内において、生徒間の暴力行為の発生は一件にとどまって
いる。課題は不登校・不登校傾向のある生徒が増加したことである。転入生・編入生の中には前の学校から不登校状態がなかなか改善できな
かったり、コロナ禍で登校しないことに対する意識が下がってしまったり、複雑な家庭事情や生活背景を抱えた生徒が心意性の原因で不登校・
不登校傾向になっているため、全体の不登校生の数が増えた。学級担任などを中心に家庭訪問を繰り返し行い、学校と家庭との関係の維持に努
めている。スクリーニング会議・ケース会議を有効に活用し、個別の具体的方策を検討するなど状況の改善を図る必要がある。
【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】
　本校には外国籍・外国にルーツのある生徒が全体の４割を超えるなど何らかの支援を要する生徒が全体の過半数を大きく超えている。学力向
上に向けて、個に応じた指導の充実に力を入れて取り組みを進めた。日本語教室・特別支援学級の学習指導に全教職員で取り組んだり、課題の
数学についてはマンパワーを結集し、学力の底上げに力を入れた。今年度より、学力向上の重点支援事業を活用し、放課後学習会の回数を増や
すなど取り組みを充実させることができた。２年間実施してきた数学検定においては、学習進度の面からも、検定を行う時期にも課題があり、
見直しを進める予定である。また体力面は、体育の授業におけるトレーニング等を継続して行った結果、全体の体力合計点が２ポイント上昇し
た。
【学びを支える教育環境の充実】
　今年度の研究のテーマを「ICTを活用した授業の取り組み」とし、ICT機器を活用した研究授業を行ってきた。その結果、生徒アンケートにお
ける「タブレット端末を使うと、学習内容が理解しやすくなると感じる」という項目に対して、肯定的な回答が８割を超えた。また長時間勤務
の解消に向けて、学校閉庁日の設定を増やすなどに取り組んだが、前年とほぼ同じ平均時間であった。３年生実力テストにおいて、業者テスト
を導入し業務負担を軽減しているが、導入回数を増やすことでさらなる軽減を図る。



大阪市立　（学校園名）　令和  年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

年度目標

【最重要目標１　安全・安心な教育の推進】

全市共通目標（中学校） 達成状況

学校の年度目標

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 進捗状況

取組内容①【基本的な方向１　安全安心な教育環境の充実】

(　1-1、いじめへの対応　)　　

指標

○「人権・平和」の取り組みや学校行事などを通じて、相手を思いやる気持ちの育成を図るとともに、情操が豊かで「いじめ」
の起こらない、生徒が「安心して登校できる」学校づくりを目指す。
○様々な体験活動を取り入れることで学校生活を充実させ、生徒アンケートにおける「学校が楽しい」の項目で肯定的に回答す
る生徒の割合を８割以上にする。
○細やかな状況観察、声掛け、教育相談、家庭訪問などで「いじめ」や「不登校」を未然に防ぐだけでなく、早期発見、改善に
つなげる。

A

「いじめについて考える日」「いじめアンケート」を実施し、いじめの未然防止、早期発見の取り組みの徹底を図る。

年２回の教育相談週間の実施と、５月に「いじめについて考える日」を設定し、学期に１回以上「いじめアンケート」を実施す
る。実施済み（３学期予定）

A

・年度末の校内調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思
う」と回答する生徒の割合を90％以上にする。　　結果　⇒　全体の94％

・年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を前年度より減少させる。昨年度＝７％、今年度＝6.25％

・年度末の校内調査において、前年度不登校生徒の改善の割合を増加させる。昨年度＝11人中２人、今年度＝18人中２人

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した Ｂ：目標どおりに達成した

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できな



取組内容②【基本的な方向１　安全安心な教育環境の充実】

 (　1-2、不登校への対応　)　　　　　　　　　

指標

取組内容③【基本的な方向２　豊かな心の育成】

(　2-3　人権を尊重する教育の推進　)　　　　　　

指標

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

次年度への改善点

生活指導関連の外部講師の招聘や各学年での体験活動の充実を図ることに加え、１年生で大阪市内の文化施設を訪ねる「地域探
訪」、また２年生で「地域探訪」「大阪城周辺フィールドワーク」と「職場体験学習」を実施し、人権感覚を養う。１・２年合
同で一泊移住を実施し集団で生活をする上で、必要なルール・マナーを学ぶ。

・年度末の校内調査における「いじめは～」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する生徒の割合を90％以上にする。
　結果　⇒　思う80％　　肯定的94％
・SNSを通じたトラブルが多く、SNSの使い方、マナーについて全体で学習を進める必要がある。

校内の連携を強化し、関係部署と連絡を密にとり、不登校になる生徒の未然防止と、不登校生徒の改善策を図る。

こどもサポートネットを学期に１回以上行い、不登校の未然防止や早期発見・解決に努める。4回実施済み

校内アンケート調査において、「外部講師を招いた講義や体験活動が充実していた」と回答する生徒の割合を90％以上にする。
91％

A

A

取組内容①教育相談、アンケートを実施して、いじめを未然防止、早期発見し、こまめに対応に当たることができている。
取組内容②関係部署と連携しながら不登校対応をしているが、短期での状況改善には至っていない。今後も粘り強く取り組んでいく。
取組内容③１年生の「地域探訪」は、３学期に実施予定。２年生の「地域探訪」は、１学期に実施済み。「職場体験学習」職場体験学習を
11月29日に行った。どの生徒も熱心に取り組み、事業所からのアンケートでも、高評価を得た。・生徒の職場体験後のアンケートで、自己
肯定感が強かった生徒数が98%いた。３学期に「大阪城周辺フィールドワーク」を実施予定。１・２年生合同「一泊移住」も１学期に実施
済み。概ね、予定通り計画・実施できている。



(様式２)

大阪市立　（学校園名）　令和  年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

年度目標

【最重要目標２　未来を切り拓く学力・体力の向上】

全市共通目標（中学校） 達成状況

学校の年度目標

B

・年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深84％

・中学校チャレンジテストにおける国語および数学の平均点の対府比を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も
前年度より１ポイント向上させる。国語＝６ポイント、数学＝３ポイント向上

・大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ　Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学３年生の割合（４技能）を50％以上にする。
結果　⇒　A1レベル相当以上　５３％

・年度末の校内調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な
「好き」を回答する生徒の割合を80％以上にする。　結果　⇒　好き51%　肯定的74%

○確かな学力を育むために指導と評価を一体化させ、生徒の学習状況に応じて評価を指導にフィードバックさせることで、校内
調査において｢授業が分かりやすい」の項目に肯定的に答える生徒の割合を７割以上にする。８８％
○校長戦略予算を活用した全生徒対象の英検・漢検・数検を実施し、多くの生徒に達成感を味わわせる。
○日本語指導の必要な生徒の指導体制を充実させ、日本語能力アップを図り、全体的な学力の底上げにつなげる。
○運動を苦手とする生徒に基礎体力をつけさせ、全国体力・運動能力調査において、大阪市平均との差を昨年度調査より縮め
る。

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した Ｂ：目標どおりに達成した

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できな



年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標

取組内容①【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】 進捗状況

(　4-1　言語活動・理数教育の充実　)　　

指標

取組内容②【基本的な方向４、誰一人取り残さない学力の向上】

 (　4-3　英語教育の充実　)　　　　　　　　　

指標

取組内容③【基本的な方向２、豊かな心の育成】

(　2-5　多文化共生教育の充実　)　　　　　　

指標

B

A

特別課題検討委員会(学力向上委員会)において、教務部と連携し、研究授業や相互授業参観、課題に応じた学力向上の取り組み
の考察などを推進する。

特別課題検討委員会(学力向上委員会)を月に1回以上開催する。

校内アンケート調査で「授業が分かりやすい」の項目に対して、肯定的に回答する生徒の割合を昨年度以上にする。

校長経営戦略支援予算を利用し、英検、漢検、数検の３検定を校内で実施する。教科指導を向上させ、個に応じた指導を充実さ
せる。

C

日本語指導の必要な生徒に対し、能力に応じた日本語能力検定試験を実施する。

日本語指導の充実に向けて、教育環境を整える。



取組内容③【基本的な方向５、健やかな体の育成】

(　5-1　体力・運動能力向上のための取組の推進　)　　　　　　

指標

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

次年度への改善点

体力・運動能力調査で、全国平均、大阪市平均を上回る種目数を昨年度より増やし、体力合計点で全国平均、大阪市平均との差
を縮める。大阪市平均との差は、－5.4％で、昨年度は、－4.4％であった。１％昨年より下回っているが、男子の大阪市平均
との差は、0.6％上回り、改善がみられる。

B

新型コロナウイルス感染症の影響で、授業力改善に向けた研修会や研究授業への参加が計画的に実施できなかった。次年度は、計画的に教
員の授業力改善に向けた取り組みをしていきたい。

取組内容①特別課題検討委員会と教務部とが連携し、「ICTを活用した授業づくり」をテーマに全教科で研究授業を行った。特別課題検討
委員会を毎月実施し、学力向上にもつながる「評価」について議論を深めた。
取組内容②３検定の全員受験を実施した。個に応じた教科指導を実施し、校内アンケート調査の「授業が分かりやすい」の項目に、肯定的
に回答した生徒は88％と高い水準ではあるが、指標である「昨年度以上」（昨年度は95％）には及ばなかった。
取組内容③体力・運動能力調査で、全国平均、大阪市平均を上回る種目数は1種目のみで昨年度と同じだったが、あらゆる種目で全国、大
阪市平均に近づいたため、体力合計点で昨年度よりも全国平均、大阪市平均との差を縮めることができた。

バランスよく基礎体力と運動能力を高めるためのトレーニングを継続して行う。また体力・運動能力調査を全学年で実施し、全
体的な底上げを図っていく。



大阪市立南中学校　令和４年度　運営に関する計画・自己評価（目標別シート）

年度目標

【最重要目標３　学びを支える教育環境の充実】

全市共通目標（中学校） 達成状況

・デジタル教材を活用した授業を週３回以上実施する。 週３回以上実施

・学習者用端末を毎日活用する。 学校行事がない限り毎日

・ゆとりの日の設定を月に1回設ける。 毎月

・年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を80％以上にする。 87%

学校の年度目標

・デジタル教材を活用した授業の校内外の研修に積極的に参加する。

・学習者用端末を活用する授業等を前年度より増加させる。 増加

・教員の時間外勤務時間を前年度より減少させる。 ほぼ同じ

・年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を前年度より増加させる。 増加

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標

取組内容①【基本的な方向６、教育DXの推進】 進捗状況

(　6-1　ICTを活用した教育の推進　)　　

指標 ３回

取組内容②【基本的な方向７、人材の確保・育成としなやかな組織づくり】

 (　7-1　働き方改革の推進　)　　　　　　　　　

指標 79%
B

B

教員のICT活用を指導する能力向上を推進する。

ICT関連の校内研修会を年３回実施する。

B

サポーターの人材を充実させ、業務依頼書を活用し、教職員の時間のゆとりを確保する。

校内アンケート調査で「ゆとりをもって業務ができた」において、肯定的に回答する教職員の割合を80%以上にする。

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した Ｂ：目標どおりに達成した

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった

Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった



年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

取組内容①ICT教育推進担当を中心に、校内研修を３回実施済み（計画を含む）。

次年度への改善点

ゆとりをもって業務を行えるようにするために、会議内容等の見直しや業務依頼書の活用について、充実したものにする必要がある。

取組内容②「業務依頼書」については、一部の教職員の活用にとどまっているのが現状である。学びサポーターの人員の充実により、入り
込みによる学習支援ができた。


